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【開催記念講演会】7月29日(木)常緋1洛腺長雪料需垣軍鞣裾雪貢P「キltそ書是箕子
シヨンの概要

‖Ⅲい, 1l o o～lS130  会場 :明冷大学卜い物nl教と は諏 F本1定員40名

前場キ消 (ぜんばゆきじ) 株 式会社前場工務店会長.脱 ri代 にわたって大工 村 梁である市F場1 はヽ 小 業に問わるキ■や国内Πl,′Ⅲ大

上道具のコレクシコンをメ,本市tlF子の高1場資料AfIで公川,するととF)に 瓦 資料の収生を約40年にわたってイrい ⅢF究十として()才れてす

代表的なキ苦として 『ドf」tを追つて―相縦図分寺 子 代令廃十考～』力iあります 2010年2丹 市F場1(からけⅢお大学に占代のILを中心と」

る考古資‖約51001(と 問 述ど搭1160点にのぼる膨大な資||が行贈されました 今 回は そ のコレクションの一部を展示します



明 治 大 学博 物 衛 ・明 治 大 学告代 学研 究所 企 画晨

古 瓦 を追 って
一前 場 宇 お 瓦 コ レク シ ョンー

2 0 1 0年 7月 30冒 (をき)～ 9月 12日 (日)

本午2月にイi卜奈川県F水 市在住の高i場子市 (ぜんば ゆ きじ)さ ん

から明市大学に考古資料5400点 関 連書結1100‖卜がキH曽されました。

今回の民示は、その有押在料L7jうち大半を占める古代からIFL代までの

1亡を取 り上げ=→ 。

工は日本家庄ををい、体統的な景観に欠かせない建架資材です。そ

のlH流は3000年1工ど前の中日の周代にさかのぼり 古 代の京アジア性

舛では=陛  役 所 十 抗などに用いられました. H本 ヤヽは、■峻天皇

元年 (5S3)′却 鳥ヽ千制定の時、百済か|,■産技術が伝わり 飛 鳥寺

以l■、ヤマトエlL 作 令佃国家はlt葺き建物のキ入を進めました。芭

代において、ltは束アジア世外に伍するために必要な赳染資材であり

五茸きの景故は権力と文明化の象徴だったのです。

その一方 瓦 11屋lFr以外でのTl用があまりなく、匠根から株ちてi

に交われば 農 科や普詩の坊げとなりました。 「瓦傑 |と いう価打代の

ないものをます言葉や)、このような状Jこから■まれました。

今いJの展示は 前 場さんが半■をかけて収実された五をⅢ心に 日

本の歴史のなかで1じが呆たした役誉Jを追います。有の行真は 今 回lll

示する古代束国の文字瓦 近 IL初頭の金精五 近 世の兄lLで、それぞ

れが日本の旺史に大きくかかわつています。

権力や文明化の象徴と工礫。訂価のjar幅が著しいとこは、 日本のイど史

に1「丁を詩 りカギ十ているのでしょうか。2010年真、明治人宇博物億と明

治大学十代学研究所が明に,かにする力iたな姪rt探訪のに示です.

『大伴五十戸』と記銘された文字五

(神奈川県千代台廃キ 古 代)

五二桐全箔軒丸五

(大阪府大坂城 近 世初頭)

鬼五 (出土地不明 近 世)
◆開催記念議演会◆

71129日 (木)]寺 Pヽi1400～ 1530

山路正充 (市立市川考古縛4均脩宇去畳)晴 i場瓦コレクションの概要J

前場十冶(高i場11務店会工) 「 古代瓦と姓 FtJ

会場 t明治大学f_r物館教二 聴 講無料 定 貞40名(元岩順)

申し込み方法 :ファックスまたははがき

住所 氏名 電話またはファックス・TI号を明HLの上

下trまでお送 リドさい。

〒101880 1束京都千代円=抑 回峻河台11

ファックス :03329 6 4 3 6 5

明治大学博物館工展話演会係 苑

締め切 り !2010年7月25(日)必岩

◆ギヤラリー トーク◆

8月30日 (月)l i∞ ～ 2100 山路直充(市立市)そ 古博物脩キ去員)
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【会場】

【=催 】

【交通】

明治大学博物館 特 別展示室

明治大学博物館

明治大学古代学研究所

」R御奈ノ水駅徒歩5分

地下鉄新御茶ノ水駅徒歩8分

地下鉄神保町訳徒歩10分

Tel ,03-3296-4440 (明治大学や物館)

羽 治大 学 偏 物 日
テカ■ミーJモンuに

【お問い合わせ】


